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研究成果の概要（和文）：ヤムイモの機械化生産のためにダイジョの新品種を育成し種苗登録の手続きを行った。この
品種を用いて生産を機械化し、沖縄県宮古島において実証試験を行った。この機械化プロトタイプはナイジェリアの国
際熱帯農業研究所（IITA）で採用されることになった。ヤムイモの染色体数の倍化によって３種７系統（ダイジョ、ホ
ワイトヤム、イエローヤム）の育種素材を作出した。この育成系統は親植物と形態が異なった。

研究成果の概要（英文）：The new variety of water yam (D. alata) was established and made on registration. 
The prototype of yam production mechanization was established and goes on verification test. This 
production system will transfer to International Institute of Tropical Agriculture (IITA), Nigeria. The 
seven strain of artificial ploidy mutant plant in water yam, white yam (D. rotudata) and yellow yam (D. 
cayenensis) was developed.

研究分野： 専門は農学。特に熱帯作物の生態生理および品種改良について研究。
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１．研究開始当初の背景 
世界で約 6 千万トン生産されるヤムイモは、

その 96 %が西アフリカで生産されており、地

域の食料として重要な作物であるが孤児作

物（Orphan Crop）として区分されている。

孤児作物とはある地域で重要であるが品種

や栽培の改善が進んでいない作物を指す。西

アフリカのヤムイモの生産性はヤムイモの

一種である日本のナガイモなどの半分程で

あり、品種改良や栽培技術について改善の余

地がある。 

 
２．研究の目的 
本研究はヤムイモの育種および栽培技術の

改善を行って、生産性を飛躍的に向上させる

ことを目的とし、（１）ヤムイモの集約栽培

における施肥技術の確立、（２）ヤムイモ生

産の機械化技術の開発、（３）染色体数の倍

化による新品種の開発を行った。 

 
３．研究の方法 
東京農業大学、鹿児島大学、国際機関（国際

熱帯農業研究所：IITA；ナイジェリア）およ

びガーナ国作物研究所（CRI）との連携協力

によって実施した。（１）ヤムイモの集約栽

培における施肥技術の確立は東京農業大学

と鹿児島大学で行い、（２）ヤムイモ生産の

機械化技術の開発を東京農業大学で、（３）

染色体数の倍化による新品種の開発を東京

農業大学、IITA、CRI で行った。 

 
４．研究成果 

今般、開発したダイジョ品種は窒素肥料がな

くても生育することが明らかになり、窒素固

定細菌との共生が考えられたことから、科学

研究費「挑戦的萌芽研究」の課題として申請

し、採択された（平成 27−30 年度）。なお、

この品種は種苗登録の手続きを行っている。

完成したヤムイモ生産の機械化プロトタイ

プはナイジェリアの国際熱帯農業研究所

（IITA）で採用されることになった。ヤムイ

モの染色体数の倍化によって作出された３

種７系統（ダイジョ、ホワイトヤム、イエロ

ーヤム）は今後個体数を増殖し、収量や品質

の調査を行う予定である。 
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